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	特集	 類天疱瘡とその周辺光線療法の歴史は，古代エジプトやギリシャで
健康増進や疫病治療を目的に日光浴が盛んに行な
われていた．デンマークの内科医ニールス・フィ
ンセンが，世界で初めて太陽光線と同じスペクト
ルの光線を強力に放射するカーボンアーク灯を開
発．当時不治の病とされた尋常性狼瘡の治療に導
入し，1903年ノーベル生理学・医学賞を授与され
た．現在PUVA療法，ナローバンドUVB療法やエ
キシマ光線療法などが診療で用いられている．作
用機序はT細胞のアポトーシスや制御性T細胞の
誘導などが考えられている．保険適応となる乾癬，
尋常性白斑，掌蹠膿疱症，アトピー性皮膚炎，円
形脱毛症や菌状息肉症などの患者が対象．日本皮
膚科学会による「アトピー性皮膚炎診療ガイドラ
イン2016年版」において，重症・最重症・難治例
に考慮すべき治療法と位置づけられている．本療
法は大学病院や市中病院に留まらず，診療所にも
普及し日常診療で大いに活用されている．今回の
特集号には適応外使用であるが， 皮膚サルコイ
ドーシス，糖尿病性浮腫性硬化症，環状肉芽腫や
穿孔性皮膚症といった一般的に治療に難渋する，
治療法の少ない疾患に有用との報告もみる．選択
的な波長特性を持つ照射器の開発，低コスト化や
ターゲット型の小型化した商品の販売により，皮
膚科医であれば光線療法を使いこなす時代を迎え
ている．
その一方，紫外線曝露による皮膚がんや光老化

などの慢性障害が大きくクローズアップされ，小
児期から紫外線カットクリームの普及や日光浴の
大幅な制限などが行われるようなった．厚生労働
省は紫外線が皮膚に与える害が強いという理由で
母子健康手帳から日光浴を削り，外気浴という表
現に変えている．その結果，栄養状態の悪い戦前
や戦争中の疾患とされた“くる病”が乳幼児に増え
ていると聞く．過度な制限をせず，肌質などに応
じた適度なつき合い方が求められている．

 （H.M.）

◆総説
　表皮下水疱症のすべて	 大沢　淑恵，鶴田　大輔
◆editorial	 向井　秀樹
◆topics
　薬剤誘発性類天疱瘡	 青山　裕美
　水疱性類天疱瘡における補体の役割	 大日　輝記
◆臨床例
　食道病変が先行した尋常性天疱瘡と水疱性類天疱瘡の合併例
	 	 高　　淑子ほか
　HIV感染合併水疱性類天疱瘡	 平川佳葉子ほか
　B�azex症候群様の皮膚症状を呈し，経過中に水疱性類天疱瘡を発
症した1例	 藤川　一穂ほか

　B�runsting-Perry型を思わせる皮疹の分布を初発症状とした水疱
性類天疱瘡	 橋本　啓代ほか

　C�型肝炎，腎障害のある結節性痒疹として加療されていた結節性
類天疱瘡	 鈴木　悠花ほか

　後天性穿孔性皮膚症を合併した結節型類天疱瘡
	 	 向井　美穂ほか
　糖尿病治療薬による類天疱瘡型薬疹を疑った1例	
	 	 守屋　智枝ほか
　二�重濾過膜血漿交換療法によって著明な改善を示した水疱性類天
疱瘡	 山口　　慶ほか

　口�腔粘膜病変に加えて爪囲炎と小水疱性皮疹を呈した抗BP180型
粘膜類天疱瘡	 山名やよいほか

　ステロイド外用と抗ヒスタミン剤内服にて寛解した妊娠性疱疹
	 	 河原　由恵
　肺癌患者に生じた抗BP180型粘膜類天疱瘡	 秦　　舞子ほか
　線状IgA水疱症	 猪股　　藍ほか
　線状IgA/IgG水疱症	 西岡いずみほか
◆私の歩んだ道
　私の歩んだ道	 長谷　哲男
◆学会ハイライト
　第34回日本臨床皮膚外科学会学術大会 学会主催を終えて
	 	 爲政　大幾
◆蝶の博物詩	 西山　茂夫
◆皮心伝心	 林　　伸和
◆診察室の四季	 斉藤　隆三
◆皮膚科のトリビア	 浅井　俊弥

2026/09/12 20:08:44


	奥付



